
【戦略マップ】

赤矢印：統計学的優位に関連が認められるもの

黒矢印：統計学的優位ではないもののその傾向が認められるもの

　　　　 or 直接的な解析が行えないが関連が明らかなもの

1) 2023年WHO「相対的プレゼンティーズム」値を従属変数とした重回帰分析

2) 2023年7月～2024年6月での新規休務発生を従属変数としたロジスティック回帰分析

人的健康資源

(4)

健康投資
(1)

健康関連の最終的な目標指標

(2)

従業員等の意識変容・行動変

容に関する指標

(3)

健康投資施策の取組状況に関

する指標

健康投資効果

健康経営で解決したい経営

課題

コラボヘルス推進

Wellness Support 

Program

産業保健活動の強化

様々な効果に関連する

健康投資（＊）PJ

社内基準超過者への

産業医面談実施率の

増加

禁煙に関する

プログラム参加数

の増加

女性の健康に関する

プログラム参加数

の増加

睡眠に関する

プログラム参加数の

増加

健康セミナーの

参加数の増加

メンタルヘルスに関する

プログラム参加数の

増加

メンタルヘルス

プログラムの実施と

ストレスチェック活用

女性の健康に関する

プログラムの実施

長時間労働者に対す

る産業医面談の強化

睡眠に関する

健康プログラムの実施

禁煙プログラムの実施

健康経営に関する理念 健康管理システム 休暇制度

労働安全衛生

マネジメントシステム
組織風土

環境健康資源

健康経営に対する経営者

役員のコミットメント

健康資源

従業員が心身ともに健康で、ワーク

エンゲージメント（パッション）が高

く、人財の力を最大限に発揮でき

る状態であること

健康診断受診率
ハイリスク者に対する

産業医面談実施率

メンタルヘルス研修の

参加者数

喫煙率

アブセンティーズムの低減 2)

ワークエンゲージメントの

向上

プレゼンティーズムの

低減 1)

喫煙率の低下

（健診問診項目）

不適切な食生活を送って

いる者の割合の低下

（健診問診項目）

運動習慣のある者の

割合の増加

（健診問診項目）

睡眠で休養が取れている

者の割合の増加

（健診問診項目）

健康への関心が高い者の

割合の増加

（健診問診項目）

高ストレス者率の低下

(ストレスチェック結果)

ストレスチェック回答率 高ストレス者の割合
女性の健康セミナー参加

者数
健康イベント参加人数

喫煙者のうちの禁煙プログ

ラム参加者の割合

朝食欠食習慣のある者の

割合

睡眠習慣が良好な者の

割合
運動習慣のある者の割合

行動変容ステージが実行

期以上の割合
プレゼンティーズム アブセンティーズム ワークエンゲージメント

（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、なかには複

数の「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を

「様々な効果に関連する健康投資」とする。

休暇制度の導入

健康管理システム

生活習慣を6カ月以上継

続して改善している者の割

合の増加

（健診問診項目）

運動に関する

プログラム参加数の

増加

食事に関する

プログラム参加数

の増加

がん検診の要精密検査

受診率の向上
＊5大がん：胃・大腸・肺・乳・子宮頸

ヘルスリテラシー向上を

図るセミナー実施

ハイリスク者に対する産

業医・保健指導面談

面談実施率の増加

健診ハイリスク者に対し

事後措置検討のための

産業医面談

運動に関する

健康プログラムの実施

食事に関する

健康プログラムの実施

５Project

＜生活習慣（＊）・

禁煙・女性・メンタル・が

ん＞

＊睡眠・食事・運動

がんに関する

プログラムの実施

がんに関する

プログラム参加者の

増加

# Internal


